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本日のアジェンダ

1. グリーンニューディールとは何か？

① アメリカ版 グリーンニューディル

② 日本版 グリーンニューディール

2. 日米グリーンニューディール、その他主要リサーチレポート

の比較

3. 日本版グリーンニューディールの潜在的問題点

4. 今後の予定



1-① アメリカ版 グリーンニューディル



１．米国版グリーンニューディールの概要

1. エネルギーセキュリティー(原油価格高騰）
• インフラ整備

• スマートグリッド
• 再生可能エネルギー（脱石油）

• バイオマス・太陽光・原発
2. 雇用創出

• ソーラーパネル設置
• 自動車産業支援
• インフラ整備への政府支出

3. 環境(気候変動）
• 対外的アピール(京都議定書脱落のイメージ挽回？）



1-② 日本版 グリーンニューディル



２、日本版グリーンニューディール

正式名称：「緑の経済と社会変革」‘09年4月20日 環境大臣名で発効



日本版グリーンニューディール

正式名称：「緑の経済と社会変革」‘09年4月20日 環境大臣名で発効



２． 日米グリーンニューディール、その他主要リサーチ

レポートの比較



オリジナルGreen New Deal



オリジナルGreen New Dealの概要

・ イギリスのGreen New Deal Groupにより作成され、New Economic 

Foundation(新経済団体）によって発行された、政策提言集

• 2007年から調査スタート、 2008年7月２１日に、レポート発表

• ＧＮＤＧは9名の経済学・財務・気候変動の専門家で構成される
• 提言内容は、

• 信用危機(クレジットクランチ）
• 気候変動
• 石油価格高騰

以上３つの危機は、グローバル経済の発展に伴う問題であると位
置付けた上で、各問題の発生原因と政策による対策をまとめた
ものである。



グローバルイシューに関する各種政策提言の比較

政策提言 主要な提言内容 基礎となる理論・モ
チベーション

提言が想定して
いる影響範囲
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Green 
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①信用危機、②気候変動、③原油価格高騰
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•国内の社会インフラを低炭素型社会へ変革
•グリーン技術に投資を行い、環境立国とし
ての優位性を確保し、需要と雇用の創出に
つなげる

•環境技術を武器にアジアのリーダーに
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厚生経済学 世界規模



各種提言の関連
コペンハーゲンコンセンサス
“グローバル社会の最重要課
題は貧困問題・エイズだ！”
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各種提言・政策を比較してわかった事・
疑問に思った事

１．グリーンニューディールは、経済的インセンティブと明確に結び付けられない
と、実行が難しいのではないだろうか？

２．日本版グリーンニューディルは、他国（米・英）と比較すると、根底にある問
題意識として、経済的側面が若干希薄な印象を受ける。

３．環境技術では先進国であるはずの日本が、グローバルレベルのオピニオン
リーダーとしてのイニシアチブがとれていないように見える。（Green New 
Deal, Stern Review, Copenhagen Consensusも、各種議論はあるものの、
世界的に認められた提言として受け止められている）

４．世界規模で様々なグローバルイシューを考えたとき、アフリカなどの貧困問
題と環境問題の位置付け、優先順位を日本としてはどう捉えるべきなの
か？(グリーンニューディールの研究を進める上で、高い視座で物事を考え
る必要があるのではないだろうか？）



３．日本版グリーンニューディールの潜在的問題点



４．今後の計画

《チームとしての課題》

・環境省が出している日本版GNDを理解をさらに深める

・チーム内でGNDに対する共通認識をさらに深める

・アウトプットの１つとして教育プログラムの作成

《フィールドワーク》

・環境省へ話を聞きに行く

・経済産業省へ話を聞きに行く

・経団連の方の話を聞きに行く


